
テンプレート
(A3 420 mm×297 mm )

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より、色つきのガイド線を消してから変換してください
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討論 第2回定例会で審議された議案・請願に対する議員の討論の概要をお伝えいたします。
議案には市長が提出するものと、議員が提出するものがあります。
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市長提出議案

入江議員…白山小学校の校舎は老朽化が進行し、安全面

や教育環境の低下などが懸念されていたが、校舎の長寿命

化改良工事を行うことで、建物の耐久性が高まる。また、高井

小学校は、児童数の増加などから教室数の不足が懸念され

ているが、増築工事を行うことで、令和７年度以降の児童数

の増加に対応する教室数の確保ができる。いずれの事業も

児童にとってよりよい教育環境を提供でき、これからの未来

をつくる児童生徒に安全安心な学校生活を提供するために

必要な事業であると評価。賛成。

白山小学校長寿命化改良工事（第３期）・高井小学校
校舎増築工事請負契約の締結 …可決

◆各議員の一般質問については、
市の議会報ホームページをご覧ください。

市議会だより「ひびき」

取手市議会だより「ひびき」第252号

（令和6年7月15日発行）一般質問ページへの二次元コード

遠山議員…地域包括支援センターは、介護保険事業の要。

人材不足に対して柔軟に職員の配置基準の見直しを行う

改定案について、市も臨機応変に対応していることは評価

するが、同一労働・同一賃金で、あくまでも正規職員の配置

で行うべき。反対。

〔内容〕地域包括支援センターの職員配置基準の見直し等

地域包括支援センターの運営及び職員等に関する基
準を定める条例の一部改正 …可決

落合議員…双葉三丁目付近の防災行政無線が聞こえない

エリアに整備されるボックス型高性能スピーカーは、明瞭度

の高い放送が可能となり、約580メートルの遠方までクリア

な音が届くもの。今回の整備により、双葉地区の地域防災力

の一層の向上につながることを期待する。賛成。

〔内容〕こどもまんなか社会の実現に向けた事業、保育
所運営法人選定委員会委員謝礼、放課後子どもクラブの
開所時間拡大、児童手当拡充に伴う経費、新型コロナウ
イルスワクチンの定期接種に必要となる経費、防災行政
無線拡声装置付替業務経費等

令和６年度一般会計補正予算（第３号） …可決

加増議員…図書館をつくるには、市民の声を十分に聞き、将

来を見据えた図書館行政に基づくべきというのが請願の願

意。図書館構想と計画もなく、専門機関での検討を行わずに、

取手駅前への図書館移転計画を発表することは、行うべき

行政ルールが守られていない。駅前再開発事業は、公共施

設導入ありきで拙速に進めるべきではない。賛成。

かぞう

茨城県後期高齢者医療広域連合規約の変更 …可決

〔内容〕マイナンバー法の改正により、現行の被保険者
証が発行されなくなることに伴う規約の変更等

遠山議員…マイナ保険証の利用率は1割にも満たない。また、

マイナンバーと健康保険証のひもづけミスで、別人のデータ

が誤って登録されたケースは計9,207件と公表された。医療

現場でのマイナンバートラブルは多岐にわたり、厚生労働省

が対策したトラブルも一向になくなっていない。保険証を廃止

すれば医療現場がさらに大混乱するのは必至。反対。

〔請願事項〕
取手駅西口再開発事業に係る「図書館等複合公共施設整
備計画」基本構想は、市民の声を十分反映し、将来を見
据えたしっかりした図書館行政計画に基づいたものとす
ること

請願

(提出者…取手駅前開発を考える会
遠藤俊夫ほか592人

紹介議員…遠山智恵子)

取手駅西口再開発事業に係る「図書館等複合公共
施設整備計画」基本構想に関する請願…不採択

(提出者…取手駅前開発を考える会
遠藤俊夫ほか583人

紹介議員…遠山智恵子 ほか1人)

取手駅西口Ａ街区再開発事業の再検討を求める請願
…不採択

加増議員…市は図書館等複合公共施設整備計画を発表し

たが、80億円もの公金を投入する計画であり、図書館の目

的・在り方などを教育委員会や図書館協議会などに諮るこ

とは当然であり、その手続きを踏まず市広報に発表した。この

請願は、再開発ビルへの公共施設整備計画の可否を含め、

市民の意見を十分聴取し、必要な手続きを踏み、財政支援

が適切なものとなるよう再検討を求めるもの。賛成。

取手市は、「こどもまんなか応援サポーター」として、「こども

まんなか」に全力で取り組んでいくことを宣言
〔請願事項〕
1 取手駅北土地区画整理事業は速やかに完了（基盤整備
工事と地権者の使用収益の開始）させること。
2 A街区再開発事業は、再開発ビルへの公共施設整備計
画の可否を含め市民の意見を十分聴取し、図書館協議会
や教育委員会にきちんと諮るなど、必要な手続きを踏み、
市の財政支援は適切なものとなるよう配慮するなど、事
業計画を再検討すること。

令和6年4月1日、株式会社アドバンスト・メディア社と取手市

議会・取手市の3者で、音声テック関連技術連携協定を締結

しました。これまで3者は、令和3年4月に音声テック関連技

術連携協定を締結し、同社が有するAI音声認識等の技術に

より、取手市議会が取り組む「デモテック戦略」をより充実さ

せるとともに、議会をはじめとする行政事務の効率化等に関

するICT化への技術開発に、令和6年3月31日までの3年間

にわたって取り組んできました。

この間も日々進化を続けてきた生成AI技術をはじめとした時

代の変化にあわせ、その変化に即したものに発展させるため、

このたび、内容を見直した上で、新たに令和6年4月1日から

令和7年3月31日までの1年間の協定を締結しました。

音声テック関連技術連携協定を締結

小堤議員…こども計画策定に要する経費、緑地等維持管理

に要する経費、災害復旧に要する経費、アートのあるまちづく

り推進に要する経費について、整備工事、復旧工事、将来の

ために今すぐ実施しなければならない事業など、市民の安全

安心の確保や市全体の明るい未来を構築するためにまさし

く今必要な予算である。賛成。

こづつみ

岡口議員…民間保育園運営に要する経費について、多くの

方々から駅近くに保育園をという声が届いている。子育て世

代が働きながら安心して子どもを預けられるよう、様々な

ニーズに合った質の高い保育サービスの提供が望まれ、社

会全体で支え合う体制の構築が必要である。賛成。

第2期工事により校舎が増築された白山小学校

（写真左側の校舎は第3期工事で改修予定）

金澤議員…保育の質の向上、保育士の処遇改善や人材確

保という観点から、しっかりとこども政策を進めてもらいたい

と考え、委員会で質疑した。魅力ある保育施設が運営される

ことで、潜在的保育士の掘り起こしで人材が増加し、さらに

は駅前の施設ということで、通勤の利便性から人材の流入

があると見込んでいるとの説明があった。議会や市民に丁寧

に説明をしながら、この重要政策を前に進めてもらいたい。

賛成。

遠山議員…取手駅前に民間保育園を整備する計画につい

て、大切な子どもたちにとって窓や庭のない保育園はどうな

のかという質疑に対し、市からは子どもたちの環境もしっかり

検討していきたいという共通認識を持った説明を受けること

ができた。地域住民の若い子育て世代の人たちの、保育所

を駅前にという要望も否定はできない。賛成。

遠山議員…白山小学校を訪問したところ、特別支援学級の

環境が改善されることが確認できた。高井小学校については、

児童数の増に伴うクラスの増設について、学校現場の声に

いち早く対応するということが確認できた。賛成。

根岸議員…マイナ保険証導入は準備が整っておらず、時期

尚早である。保険証をマイナンバーカードに登載することで、

カードを持ち歩かざるを得ず、紛失やスキミングなどによる不

正使用の恐れが高まる。医療機関においても、マイナ保険証

と従来の保険証、来年には資格確認書の３つを併用しなけれ

ばならず、事務処理にかかる負担が目に見えている。反対。

細谷議員…請願者は８名の地権者への多額の公金投入は

おかしいと言うが、共同ビルの一部を使って、滞留性、回遊性、

白山に抜ける便利な空間をつくっていくことが西口共同ビル

のコンセプトであり、地権者の問題ではなく10万市民が利

用するもの。公金も、決められた制度・比率であり、不公平な

ことはない。駅前をにぎわいのあるものにできるかを十分考

えてほしい。反対。

協定を結ぶ岩澤議長（左）と株式会社アドバンスト・メディア

大柳取締役（中央）と中村市長（右）

細谷議員…図書館についての希望はよく分かるが、今、問わ

れているのは、再開発ビルに入れることの是非である。このこ

とについて語られてなく、この請願を検討しようがない。また、

図書館の移転にあたっては、どのような図書館をつくっていく

のかということは、図書館協議会など様々な手続きを取らな

ければならないと思われ、現在この取手駅西口について進め

られている再開発ビルの議論と、この請願は全くなじまない。

反対。

久保田議員…地域包括支援センターは、高齢者の尊厳の保

持、自立生活の支援を目的とし、可能な限り住み慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができる支

援の構築を推進している。市は主任ケアマネジャー、保健師、

社会福祉士の３職種、１名ずつという基準について、５か所の

支援センター全てで満たしている。今後もこの体制が維持さ

れ、市民が安心して暮らせることを念願する。賛成。


